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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は好中球上CD64分子の、整形外科領域感染症の診断における有用性を、従来の感

染マーカーと比較して評価したものである。本研究の結果、CD64は概ね従来の感染マーカ

ーと同様の動向を示した。CD64は関節リウマチ患者や術後早期の感染症診断において、病

勢や手術侵襲の影響を受けないため、非常に有用な感染マーカーであると報告されてきた

が、その他の病態における有用性について評価した報告はなかった。本論文の内容は、CD64

が整形外科領域の感染症診断における新たなマーカーとなりうることを示唆しており、明

らかに学術水準を高めたものと認める。 


